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　　　所属の1）は上付き
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　　　所属が複数の場合1）2）を使用

　　　1行に1部署

【はじめに】

　赤血球由来の生体内色素であるヘマト

イジンは，赤血球分解の過程でヘモグロ

ビンからヘモジデリンを経て生成され，

本文について

・ MS明朝　11point

・ページを左右2分割，約20字，左側から

・ 【はじめに】，【方法1など【】でくくる

・句読点：全角の匠，；カンマs『．；ピリオドs

　　計21件を用いた．腹水は外傷性小腸穿孔，

　　膿瘍穿刺液は肝膿瘍が各1例であった（表

　　1）．

　　　　　表1　各検体の基礎疾患

＝灘灘濫。一．
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髄液

　腹水

膿瘍穿刺液

交通夢故による腎損傷（2）
腎癌●膀胱癌　（2）

膀胱癌・前立腺癌の手術く2）
生体肝移植（1）

硬化性胆管炎（1）

＜も膜下出血（7）

脳室内出血（1）

重症頭部外傷（1）

小脳血管芽腫（1）

超低出生体重児（1）

外傷性小腸穿孔（1）

肝膿瘍（1）

・本文中の記述順序に従ってそれぞれの

　番号を記載

・ 本文中の説明箇所に隣接した位置に記載

・表のタイトルは表の・上部

ミ・図・写真のタイトルは1ε㍉翼曇勇㌻懸．
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　く

脳室
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　　　　　単体：word複数：words

約200個，および小脳血管芽腫（1例）では

全視野に360個と，脳室内出血と小脳血管

芽腫で出現数が多い結果となった（図5）．

　　　　　　　　麟灘聾㌔

　　　　嚢噸譜

　　　　　図5脳室内出血例　×200
　　　　　集塊で出現したヘマトイジン結晶
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